
 

ミ
ネ
ア
サ
ヒ
が
特
Ａ
に
輝
く 

（
一
財
）
日
本
穀
物
検
定
協
会
は
三
月

四
日
、
令
和
二
年
産
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン

グ
を
公
表
し
た
。
特
Ａ
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た

の
は
五
十
三
産
地
品
種
で
、
愛
知
県
が
三

河
中
山
間(

豊
田
、
岡
崎
、
新
城)

で
生
産

さ
れ
る
「
ミ
ネ
ア
サ
ヒ
」
が
同
県
初
の
特

Ａ
を
獲
得
し
た
。 

ミ
ネ
ア
サ
ヒ
は
愛
知
県
農
業
総
合
試

験
場
が
約
四
十
年
前
に
開
発
し
た
品
種

で
、
ほ
ど
よ
い
粘
り
と
う
ま
味
を
両
立
し

た
の
が
特
徴
と
い
う
。
主
に
新
城
市
や
豊

田
市
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。 

食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
の
対
象
産
地
品
種

は
道
府
県
の
奨
励
品
種
で
あ
る
こ
と
や
、

作
付
面
積
が
一
定
の
基
準
を
満
た
す
な

ど
で
選
定
し
て
い
る
。
白
飯
の
「
外
観
・

香
り
・
味
・
粘
り
・
硬
さ
・
総
合
評
価
」

の
六
項
目
に
つ
い
て
、
複
数
産
地
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
ブ
レ
ン
ド
米
を
基
準
米
と
し
、
同

協
会
が
選
抜
、
訓
練
し
た
専
門
の
食
味
評

価
員
二
十
名
が
評
価
す
る
。
基
準
米
よ
り 

も
特
に
良
好
な
も
の
を
「
特
Ａ
」
、
良
好
な

も
の
を
「
Ａ
」、
基
準
米
と
お
お
む
ね
同
等

な
も
の
を
「
Ａ
ダ
ッ
シ
ュ
」、
や
や
劣
る
を

「
Ｂ
」、
劣
る
を
「
Ｂ
ダ
ッ
シ
ュ
」
と
し
て

い
る
。 

 

四
谷
の
千

枚
田
で
生
産

す
る
う
る
ち

米
の
ほ
と
ん

ど
が
「
ミ
ネ
ア

サ
ヒ
」
で
湧
き
水
、
天
日
干
し
と
、
手
間

暇
か
け
た
ミ
ネ
ア
サ
ヒ
は
ま
さ
に
天
下

一
品
、
ま
ぼ
ろ
し
の
米
と
益
々
評
価
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
。 

新
ロ
ゴ
マ
ー
ク 

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村(

む
ら)

の
宝 

第
一
回
〜
第
七
回
選
定
地
区
に
デ
ィ
ス

カ
バ
ー
む
ら
の
宝
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
新

し
く
な
り
、
新
マ
ー
ク
の
「
の
ぼ
り
」
が

三
月
二
十
二
日
、
農
林
水
産
省 

農
村
振

興
局 

都
市
農
村
交
流
課
か
ら
大
（
高
さ

二
ｍ
弱
）
が
三
枚
、
小
（
卓
上
サ
イ
ズ
）

が
一
枚
の
「
の
ぼ
り
」
が
選
定
地
区
に
無

償
配
布
さ
れ
た
。 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
は
第
六
回

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
部
門
」
に
選
定
受
賞
。
配
布
さ
れ

た
「
の
ぼ
り
」
は
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
選
定
の

実
績
と
、「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
む
ら
の
宝
」
受

賞
地
区
と
し
て
の
ア
ピ
ー
ル
に
活
用
す

る
所
存
で
あ
る
。 

校
外
学
習 

三
月
二
十
三
日
、
地
元
鳳
来
寺
小
学
校

二
年
生
と
四
年
生
が
校
外
学
習
に
千
枚

田
を
訪
れ
た
。 

 

毎
年
、
五
年
生
は
千
枚
田
の
学
習
田
で

稲
作
体
験
や
自
然
環
境
学
習
を
行
っ
て

お
り
、
新
学
期
か
ら
五
年
生
と
し
て
千
枚

田
に
取
り
組
む
た
め
の
指
導
の
お
願
い

と
案
山
子
立
て
、
観
光
客
に
喜
ん
で
も
ら

う
た
め
、
児
童
た
ち
の
考
え
で
の
ク
イ
ズ

方
式
の
案
内
図
な
ど
を
設
置
し
た
。 

二
年
生
は
ま
だ
千
枚
田
の
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
状
態
で
、
当
日
は
千

枚
田
の
こ
と
を
簡
単
に
説
明
、
ま
た
、
児

童
た
ち
が
事
前
に
考
え
て
き
た
こ
と
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
質
問
を
受
け
た
。 

以
下
Ｑ
＆
Ａ 

Ｑ 

「
せ
ん
ま
い
だ
」
の
名
前
の
由
来
。 

Ａ 

千
九
百
七
十
一
年(

約
五
十
年
前)

に

は
約
千
三
百
枚
が
あ
っ
た
。
小
さ
な
棚
田

が
数
多
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
を
千
枚
田

と
言
わ
れ
て
い
る
。 

Ｑ 

四
谷
の
千
枚
田
で
働
い
て
い
る
人
の

数
。 

Ａ 

二
十
九
戸 

Ｑ 

四
谷
の
千
枚
田
は
何
年
前
か
ら
あ
り

ま
す
か
。 

Ａ 

記
録
は
な
い
が
、
室
町
時
代
に
は
、
す

で
に
あ
っ
た
と
云
わ
れ
る
。 

Ｑ 

田
ん
ぼ
は
何
枚
あ
り
ま
す
か
。 

Ａ 

現
在
四
百
枚
程
度
。 

Ｑ 

田
植
え
に
は
ど
れ
く
ら
い
時
間
が
か

か
り
ま
す
か
。 

Ａ 

田
ん
ぼ
も
小
さ
く
手
間
が
か
か
る
。 

Ｑ 

田
植
え
は
何
月
ご
ろ
に
し
ま
す
か
。

Ａ 

五
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
頃
。 

Ｑ 

お
米
は
何
か
月
で
で
き
ま
す
か
。 

Ａ 

約
四
ヵ
月
。 

Ｑ 

稲(

苗)

は
ど
こ
か
ら
仕
入
れ
ま
す
か
。 

Ａ 

農
協 

Ｑ 

稲
は
何
㎝
ま
で
大
き
く
な
り
ま
す
か
。 

Ａ 

八
十
㌢
く
ら
い
。 

Ｑ 

冬
は
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
。 

Ａ 

田
お
越
し
。(

土
を
若
が
え
さ
せ
る) 

三
月
三
十
日
、
担
任
の
先
生
が
十
人
の

児
童
た
ち
の
感
想
文(

寄
書
き)

を
届
け
て

く
れ
た
。 

     

         

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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生
産
活
動 

 
三
月
二
十
七
日
、
中
山
間
地
帯
直
接
支

払
い
、
四
谷
集
落
協
定(

二
十
九
戸)

に
於

け
る
生
産
活
動
の
一
環
と
し
た
共
同
作

業(

沢
沿
い
を
主
体
に
環
境
整
備)

が
行

わ
れ
た
。 

涅
槃
会 

三
月
二
十
七
日
、
千
枚
田
の
集
落
身
平

橋
組
の
海
源
寺
で
「
お
釈
迦
様
」
が
祀
ら

れ
た
。 

当
日
は
四
谷
集
落
協
定
の
生
産
活
動

で
寺
庄
屋
も
出
役
。
お
寺
に
ユ
ニ
ー
ク
な

表
示
が
目
に
入
っ
た
の
で
紹
介
す
る
。 

〇
鞍
掛
と
棚
田
を
見
守
る
海
源
寺
、
今
年

も
豊
作
で
あ
り
ま
す
様
に
！ 

〇
ち
ょ
っと
一
服
、
だ
ん
ご
と
お
茶
で
棚
田
を

眺
め
、
明
日
を
思
い
、
田
を
思
い
、
ゆ
っく
り
、

ゆ
っく
り
行(

生)

ま
し
ょ
う
。 寺

庄
屋
よ
り 

涅
槃
会
と
は
、
お
釈
迦
様
の
亡
く
な
ら

れ
た
日
に
行
わ
れ
る
法
要
の
こ
と
で
、
涅

槃(

肉
体
を
な
く
す
と
と
も
に
悟
り
の
境

地)

に
入
っ
た
お
釈
迦
様
の
こ
と
を
し
の

び
、
亡
く
な
っ
た
と
き
の
様
子
を
描
い
た

涅
槃
図
が
掲
げ
ら
れ
る
。
一
年
間
に
こ
の

日
だ
け
が
掲
げ
ら
れ
る
た
め
、
貴
重
な
仏

教
美
術
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
機
会

で
も
あ
る
。 

涅
槃
図
は
、
お
釈
迦
様
が
頭
を
北
に
向

け
、
心
臓
の
あ
る
左
側
を
上
に
し
、
西
を

向
い
て
横
た
わ
っ
て
い
る
様
子
が
描
か

れ
お
り
、
お
釈
迦
様
の
そ
の
寝
姿
か
ら
、

「
北
枕
」
な
ど
現
在
の
葬
式
の
し
き
た
り

に
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
西
に
は
「
極

楽
浄
土
」
が
あ
る
と
も
云
わ
れ
る
。…

大

病
や
ケ
ガ
な
ん
か
で
生
死
を
さ
ま
よ
っ

た
時
、
三
途
の
川
ら
の
向
こ
う
に
き
れ
い

な
お
花
畑
が
あ
り
、
来
い
、
と
か
お
い
で

ん
と
誘
わ
れ
た
が
、
帰
っ
て
き
ち
ゃ
っ
た

(

生
き
返
っ
た)

。…
な
ど
と
稀
に
聞
く
。 

涅
槃
図
に
は
、
お
釈
迦
様
の
周
り
に
多

く
の
弟
子
や
動
物
た
ち
が
集
ま
り
、
周
囲

に
生
え
て
い
る
沙
羅
双
樹
の
木
は
白
い

花
を
咲
か
せ
て
悲
し
い
気
持
ち
を
表
す

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
表
現
に
よ
っ
て
入
滅
の 

悲
し
み
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

千
枚
田
に
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り 

 

平
成
二
十
六
年
以
来
、
毎
年
揚
げ
て
い

た
鯉
の
ぼ
り
も
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
中
止
。
各
方
面
か
ら
「
鯉
の
ぼ
り
は
揚

っ
て
い
ま
す
か
？
」
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

も
多
い
こ
と
か
ら
、
三
月
二
十
二
日
、
コ

ロ
ナ
禍
緊
急
事
態
宣
言
が
全
面
解
除
さ

れ
た
こ
と
を
契
機
に
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊

し
た
住
民
に
「
活
き
る
」
を
提
供
で
き
れ

ば
と
の
思
い
か
ら
、
掲
げ
て
み
た
。 

 

ま
た
、
千
枚
田
を
耕
す
若
手(

ホ
ー
プ)

中
村
史
樹
は
長
男
仁
く
ん
の
誕
生
を
祝

し
、
自
作
地
の
農
具
舎
に
鯉
の
ぼ
り
を
揚

げ
た
。(

写
真) 

 

仁
く
ん
の
爺
ち
ゃ
ん
、
在
所
の
爺
ち
ゃ

ん
は
朝
な
、
夕
な
に
、
鯉
の
ぼ
り
の
揚
げ

降
ろ
し
に
「
し
ょ
ん
な
い…

か
な
わ
ん…

」

と
言
い
な
が
ら
も
、
幸
せ
い
っ
ぱ
い
だ
。 

地
域
活
性
化
伝
道
師 

 

内
閣
府
か
ら
四
月
一
日
付
で
地
域
活

性
化
伝
道
師(

分
野=
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

集
落
再
生
・
農
林
水
産
業
・
観
光
交
流
・
環
境)

に
引
き
続
き
登
録
さ
れ
た
。
昨
年
度
は
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
が
活
動
中

(

休)

止
。
こ
そ
ば
ゆ
い
一
年
で
あ
っ
た
。 

 

伝
道
師
の
役
割(

依
頼
原
文) 

 

地
域
か
ら
の
相
談
に
対
し
適
切
な
助

言
や
取
組
事
例
の
紹
介
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、
地
域

の
課
題
解
決
に
向
け
、
現
地
等
の
指
導
・

助
言
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
な
お
、
内
閣
府
や
地
方

公
共
団
体
、
地
域
か
ら
派
遣
に
つ
い
て
依

頼
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
際
は
、
ご
対
応
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

今
後
の
予
定 

・
五
月
十
三
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学

校
の
田
植
え 

・
五
月
十
七
日
、
市
内
中
部
小
学
校
五
年

生 

校
外
学
習 

    

行 
 

令
和
三
年
四
月
十
五
日 
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